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6 まとめ
この高大連携において重点をおいたのは自分の興味
関心のある分野で、より高度な学習をしたいという生
徒のニーズ、に応えるという点である。これは総合学習
の趣旨でもあった。受講生は愛好している専門分野に
は自信をもっている。教科としてもそれをさらに高め
たいという気持ち、知的な好奇心や探究心を伸長でき
る環境を提供したいと考えている。また吸収力の高い
高校時代になかなか経験できない専門的なことに取り
組ませ、その分野に自信を持った生徒を育成したい。
教育実践の面では、附属学校として「国の拠点校j
「地域のそデ、ノレ校j となり、日本の中等教育における
研究開発を実践していく使命があり、情報発信に努め
ていかなければならない。他校の保健体育の教員が取
り組みたくなるような魅力的な学習を創りあげていき
たい。
高大連携の課題としては、大学・高校のその時の事
情が異なるため、継続していくことが殴難なことであ
る。また、「連携先として適当な大学が近くにない、あ
るいは少なしリとしづ場合や「学習内容詣で、高校・
生徒の期待との聞にギャップがあったということが少
なからずあるJという報告がある。
本実践の大学研究室訪問は、受講生にとって概ね期
待通りで今後の継続を望むもので、あった。
総合学習はまだ継続中であり、今後も大学の研究室
訪問を予定している。今後も実践報告を継続していき
たい。
保健体育学習は生活の身近なことに結びついており、
意識すれば興味深いことが多い。今回の実践研究の一
つのテーマで、ある f立つJことを取り上げても、なぜ
倒れないのか、姿勢を維持できているのかということ
に疑問を持っと興味がわいてくる。
ゼミナーノレ「スポーツを科学するJを受講した生徒
が他の運動・スポーツ好きな生徒に面白さを伝え、そ
の輪が広がり「運動が楽ししリ「スポーツが楽ししリそ
して「学校が楽ししリということにつながってほしい
と考える。
最後に、この度講義を引き受けてくださった筑波大
学の講師と、研究室訪問を認めて頂き講義と実験を体
験させていただいた東京大学身体運動科学研究室の皆
様と中津公孝教授に感謝の意を表します。
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